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政策関係者のための要点

1. 従来、物理的な物を作るための材料を選択する際には
コストと性能のバランスを考慮する必要があった。しかし
今は、倫理的義務と現実的な必要性から、3つ目の要素、
すなわち持続可能性を考慮しなければならない。

2. AIの活用においても、持続可能な材料選択を組み込まな
ければならない。そのためには、エネルギー消費の問題だ
けでなく、コンピューティングデバイスに使用される材料の
環境的、社会的影響にも注目する必要がある。

�. レアアースのような有限な資源の調達が倫理的に行われ
るようにするとともに、リサイクルを強化し、代替材料を
模索していかなければならない。

�. そのためには、持続可能な材料選択を促進するための
インセンティブ作り、専門的訓練、規制、協力事業を拡大
する必要がある。

はじめに

物理的な物を作るための材料の選択は、これまで、性能と
コストという 2 つの主要事項を検討することによって行わ
れてきた 1。材料の技術的性能とコストのバランスをとるとい
うことである。しかし近年、3 つ目の重要な検討事項が浮上
してきた。それは持続可能性である。

適切な材料の選択は、持続可能な消費と生産を実現する
うえで欠かせない。持続可能な材料の使用を促進するために
は、カーボンクレジットなどのさまざまな政策メカニズムを
活用できる 2。

しかし、人工知能（AI）が世界全体の経済活動においてます
ます大きなシェアを占めつつある今、急速なイノベーション
を求める声に押されて持続可能な材料選択が軽視されるこ
とのないようにするために、新しい取り組みが必要となる。
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材料選択の持続可能性

2015 年にすべての国連加盟国によって採択された 17 の持続
可能な開発目標（SDGs）は、開発についての全く新しい
考え方を示し、意思決定プロセスの中心に持続可能性を据
えることを目指している。持続可能性を追求するこのアプ
ローチは、あらゆる産業、建設、生産において使用される
材料の選択に適用される。とくに SDGs の目標 12 は、グロー 
バルなマテリアルフットプリント（消費される天然資源量）
の削減、持続可能な材料選択の推進、および、廃棄物の発
生抑制、リデュース、リサイクル、リユースを通じた廃棄
物の削減などにより、持続可能な生産消費形態を確保する
ことを目指している 3。

したがって、持続可能な材料選択のアプローチをとるため
には、意思決定者は目前の性能やコスト削減の先を見据
えなければならない 4。さらに、全体的なマテリアルフット 
プリントと使用される材料の長期的な環境影響を考慮する
ことが不可欠となる 5。そのためには、環境への影響、再生
可能性、リサイクル可能性、リユース可能性に基づいて材
料を評価しなければならない 6。エンジニアリング、設計、建
設の専門家の持続可能性に関する意識を高めるためには教
育と訓練が不可欠であり、これを実行することで、専門家
は持続可能な材料を取り入れるために必要な知識やスキル
を身に付けることができる 7 。

持続可能な材料選択のメリット

持続可能 な材料選択がもたらすプラスの効果は広範囲に 
及ぶ。選択プロセスに持続可能性の原則を組み込むことは、
資源の枯渇、汚染、廃棄物の削減につながる 8。容易にリサイ
クルまたは別の目的で再利用できる材料は、循環型経済の 
推進にも寄与する 9。つまり、廃棄物が削減され、資源が持続
的に再利用されるような材料循環の実現に貢献するのである。

さらに、持続可能な材料は、性能を向上させるような特有の
性質を備えている場合がある。例えば、天然繊維から作られ
る先端複合材料のなかには、高い強度重量比を備えたもの
がある 10。したがって持続可能な材料には、保守の必要性を 
減らし、製品寿命を延ばし、処分費用を低減させる可能性が
ある 11。

これらのメリットは、SDGs の目標 12 だけでなく、すべての 
人に健康と福祉を（目標 3）、産業と技術革新の基盤をつく 
ろう（目標 9）、住み続けられるまちづくりを（目標 11）など、
他の多くの目標にも関連している。

AI時代の持続可能な材料

経済活動や消費において AI とコンピューティングが果たす 
役割がますます大きくなりつつある今、持続可能な材料選択
の原則を最新技術の使用に組み込むことはとくに重要となって
いる 12。AI と持続可能性に関する議論においては、エネルギー
消費量の削減やカーボンフットプリントの低減に焦点が置か
れがちだが、材料選択による環境への影響を考慮することも 
同じくらい重要である 13。

AI システム、とくに大規模な機械学習モデルは膨大な計算能
力を必要とするため、エネルギー消費の増大につながる。 
これは持続可能な AI をめぐる議論において重要な論点では 
あるが、エネルギー消費の問題ばかりが注目を集める結果、
大規模なデータセンターの建設や特殊化されたコンピュー 
ティングハードウェアの生産拡大によってさまざまな有限材料
の世界的需要が拡大しているという事実が見落とされがちで 
ある。なかでもとくに注目すべきは、AI 技術に使用される 
ハードウェアは、レアアースなどの非再生可能資源に依存して
いる場合が多いという点である 14。

これらの資源は供給量が限られているだけでなく、非倫理 
的 な採 掘 慣 行や環 境 へ の悪 影 響と結 びついていることも 
多い 15。材料選択は、人権侵害を制限し、地域コミュニティ
へのメリットを最大化し、有限な資源への依存を軽減し、
可能であればリサイクル材料の使用を促進するような方法
で行われなければならない。レアアースの外部不経済を 
考慮し、イノベーションを促し持続可能な材料の商業化を
加速するための研究開発、官民パートナーシップ、そして
協力事業を追求し、持続可能な代替材料を模索する必要が
ある。

AI関連材料のライフサイクル

AI の急速な進化と業界の競争激化は、ハードウェアの平均寿
命の短縮化にともなって、旧式のハードウェアが電子機器廃
棄物の増加を助長するというリスクをもたらしている。その希
少性にもかかわらず、世界で使用されているレアアースのうち、
リサイクルされているものは 1% にも満たない 16。廃棄物を削
減し、資源の継続的利用を促進するために、長寿命と修復性
を考慮した製品設計を行い、希少な材料のリサイクル、別の
目的での再利用、または持続可能な代替材料への置き換えを
もっと増やすべきである 17。
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さらに、AI 機 器に使 用される材 料の持 続 可 能 性 は、その 
希少性だけではなく、サプライチェーンによっても左右される。
AI ハードウェアに使用されるレアアースなどの材料の調達は、
膨大な環境フットプリントと広範囲に及ぶ社会的影響をともな
う複雑なグローバルサプライチェーンと関わっている 18。持続可
能な材料選択のアプローチでは、採取から処分に至る材料の
全ライフサイクルを考慮しなければならない。これには、鉱業
部門の労働条件やエコロジカルフットプリントをはじめとする
複雑な問題への対処がともなう。

政策立案者は、金銭的なインセンティブやカーボンクレジット
制度、認証プログラムを提供することで、AI ハードウェアのよ
り持続可能な材料選択を推進することができる 19。重要産業に
おける持続可能な材料の使用を義務付ける国の規制枠組の強
化、ならびに、国際基準との整合化もきわめて重要である 20。

結論

材料選択に持続可能性を組み込むことは、地球規模の環境問
題に取り組み、持続可能な未来を構築するために不可欠であ
る。性能の最大化とコスト削減という従来の基準に持続可能
性の概念を取り入れることにより、効率的で費用対効果が高く、
環境への責任を果たし、かつ社会的にも適切な材料や製品を
設計することができる。

このアプローチを推進することは、急速な成長にもかかわらず
いまだ希少な有限資源に依存する AI との関連においてとくに
重要である。この新興セクターで包括的なアプローチを実行
するためには、教育、インセンティブ、政策、規制、基準作り、
制度的構造を網羅する協調的な取り組みが必須となる。集中
的に取り組み、協力することによって、持続可能な材料選択
への移行を加速し、より強靭で持続可能な社会に貢献するこ
とができる。
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